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緊急時対応のリーダーシップに関する国際ワークショップの開催

　JANSIは、7月15日・16日の2日間、「緊急時対応のリー
ダーシップに関する国際ワークショップ」を開催しました。
　JANSIは、緊急時におけるリーダーシップの育成や安全
文化の更なる深化等、ソフト面での自主的な安全性向上を進
めていますが、本ワークショップは日本の事業者が世界の先
進的な取り組みをベンチマークし、少しでも自分たちのもの
にすることを目的に企画したもので、本年2月に実施した発
電所長を対象とした「緊急時のリーダーシップ研修」のフォ
ローアップを兼ねています。
　本ワークショップには、米国原子力発電運転協会（INPO）
および世界原子力発電事業者協会（WANO）東京センター
の協力のもと、海外8か国から「緊急時のリーダーシップ」や
「緊急時対応要員の資質向上」に関する専門家11名を招聘
し、日本からは緊急時に現場の最高責任者となる発電所長ク
ラス17名が参加しました。
　1日目は、基調講演としてWANOの勧告文書「SOER＊

2013-2（福島第一原子力事故の教訓）」に記載された11
の勧告について、報告書をとりまとめたINPOの担当部長か
ら勧告に至った経緯や内容の解説が行われました。
　引き続き、セッション1では、INPOおよびJANSIから緊急
時のリーダーシップの課題や研修プログラムの現状が報告
されました。また、セッション2では、日本側から関西電力の原

子力発電所における安全性向上対策の状況および東京電
力・柏崎刈羽原子力発電所の緊急時対応体制について、台湾
およびスイスの専門家から緊急時の発電所長の意思決定プ
ロセスについて、仏電力会社（EDF）からフランスにおける
FARN（緊急時組織）の訓練項目などの最新情報について報
告されました。
　2日目のセッション3では、WANOパリセンターから発電
所長としてのあるべき姿への問いかけについて、WANOモ
スクワセンターから支援組織（地域危機管理センター）の運
用について、スロバキアの専門家からシビアアクシデント・マ
ネジメント策について報告されました。
　また、セッション4では、日本側から日本原子力発電・東海第
二発電所の東日本大震災発生時の対応と教訓について、英
国の専門家から再処理施設を例にしたリスク管理のあり方に
ついて、米国の専門家から後方支援に関する具体的事例に
ついて報告されました。
　セッションごとに活発な議論が交わされ、ワークショップ終
了後、参加者からは、他社・他国の状況を知ることができ、今
後の再稼働に向け緊急時対応の整備に役立つとの感想が寄
せられました。

＊Significant Operating Experience Report

日本の原子力産業界における、
世界最高水準の安全性の追求
～たゆまぬエクセレンスの追求～

JANSIは、事業者の意向に影響されない独立性をもった仕組み・体制を構築し、事業
者に対して客観的に評価、提言・勧告及び支援を行い、原子力施設の安全性向上に向
けた不断の取組みを牽引します。

●安全性向上対策の評価と提言・勧告及び支援
●原子力施設の評価と提言・勧告及び支援
●事業者及びJANSIを支える基盤業務

活動の概要

国際ワークショップ プログラム国際ワークショップ プログラム
基調講演
　「SOER2013-2の概要（福島第一原子力事故の教訓）」
セッション1 
　リーダーシッププログラム
セッション2 
　クライシス・リーダーシップおよび意思決定力
セッション3 
　緊急時対応要員(施設運転)の資質向上取組み
セッション4
　緊急時対応要員(後方支援)の資質向上取組み
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　JANSIは、7月7日～11日の間、チェコ共和国（プラハ）に
おいて開催された第 2 2回原子力工学国際会議
（ICONE22）に参加し、JANSIの活動等について発表する
とともに、2015年5月17日～21日に幕張メッセ（千葉県）
で開催予定のICONE23（松浦代表が大会組織委員長）の
紹介等を行いました。
　ICONEは、原子力に係る研究開発全般を対象とする国際
会議であり、第1回会議が1991年に東京で開催されて以
来、概ね年1回のペースで開催されています。
　ICONE22では、世界30カ国以上から835名（うち日本
は約160名）の機械工学、原子力工学に関する研究者、技術
者等が一堂に会して、各々の専門分野における技術、研究に
ついての発表および講演が行われました。
　JANSIからは、Plenary Sessionにおいて、久郷理事が
日本の原子力の現状とJANSIのミッションおよび活動状況

について講演を行いました。また、Technical Sessionにお
いて、人材育成部よりJANSIが運営している原子力発電所
運転責任者の認定業務と福島第一事故の教訓の反映につい
て、技術支援部よりJANSIが開発した敷地内断層変異評価
手法について発表しました。会場の多くの参加者が真剣な表
情で聴き入っており、JANSIの活動に対する興味や関心の高
さがうかがえました。
　その他の注目すべき発表として、Panel Session（今回は
12テーマのセッションがあり、そのうち2テーマが福島第一
事故に関するもの）において、原子力規制委員会からJNES
を吸収した新組織体制の紹介や新規制基準の概要等につい
て、国内有識者（東大 岡本孝司教授他）から福島第一事故を
踏まえた国内の取り組み状況（規格類の制定・改正、廃炉事業
等）について講演が行われました。
　Banquet（出席者約400名）では、JANSIよりICONE23
の紹介プレゼンテーションを行い、動画も使用し開催地日本
の魅力をアピールしま
した。また、ICONE22 
Post-Conference 
Meetingでは、各国の
ICONE組織委員に向け
てICONE23の紹介プ
レゼンテーションを行
い、来年の日本での開
催に向けた意見・要望を
議論しました。

第22回 原子力工学国際会議 (ICONE22)　出張報告

マグウッドNRC委員の来訪

　7月1日、米国原子力規制委員会（Ｎ
ＲＣ）のマグウッド委員ら４名がJANSI
を来訪しました。マグウッド委員らは松
浦代表、藤江理事長、久郷理事と、
JANSIが重点的に取組んでいる業務
の現況や、最近の事業者や規制との関
わりについて有意義な意見交換を行い
ました。（左から2人目がマグウッド氏）

代表、理事長が米国出張

　8月11日～14日、松浦代表、藤江理事長が米
国に出張しNEI、NRC、DOE、INPO等を訪問しま
した。これら関係機関の幹部と、我が国の原子力情
勢やJANSIの活動状況と課題等を説明するととも
に、諸課題について意見交換を行いました。（写真
はINPO幹部との会談の様子）


